
 

１ 取組の概要 

本町では、平成 29 年度に学校司書が配置され、学校図書館の環境改善や読書活動推進を進め

てきた。昨今、児童生徒の批判的な思考の育成のため、学校図書館の「学習センター」「情報セ

ンター」としての役割の強化について研究を進めている。 

 小中学校１４校を２名の学校司書で対応する日高川町（中学校組合

を含む）では、教職員が授業等において活用しやすい学校図書館の環

境を構築していく必要がある。そこで、学習・情報センターとしての

学校図書館の役割を強化するため、学校図書館図書選定委員会を運用

した学校図書館の環境改善の運営モデルを研究した。 

２ 学校図書館図書選定委員会による学校図書館環境改善の運営モデル 

 中津小・中学校の取組より、右記の運営

モデルを作成した。 

 学校図書選定委員会の委員は全職員で、

委員長を校長が務める。基本的に、学校図

書館図書を選書する際は学校図書館選定委

員会にて、複数人で選書会を開催する。 

 担当一人で決めるのではなく、職員全員

が関わる環境を作ることが大切である。 

（１）学校図書館図書選定委員会の 

年間活動計画（学校） 

年度初めに、校長を中心に学校図書館図

書選定委員会を組織し、選書の目的と年間

の活動計画の情報を共有する。 

現在、本町では、「文学」が多いため、

「授業に活用できる書籍の導入」をテーマ

としている。 

（２）学校図書館活用計画（各担当） 

 学級担任や教科担任については、年度当

初に、授業の中で学校図書館の活用が必要

な単元を計画書にまとめる。 

 また、この計画書をもとに学校司書が、

図書の入れ替えや、授業で活用する図書レ

ファレンス等を行う。  
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（３） 学校図書館の調査の実施（指標） 

 学校図書館活用計画をもとに、選

書会に必要な書籍やテーマ等の要望

を教職員へ調査し、学校司書へ伝え

る。 

また、児童生徒の要望の高い本・

テーマの調査も行い、選書会の参考

資料とする。これらの調査結果は、

次年度の学校図書館図書選定委員会

の目標設定の根拠資料となる。 

（4）学校司書と連携した選書会の資料準備 

 学校司書は、学校から依頼のあった書籍やテーマ

に合った書籍を町公民館図書室や県立図書館にて準

備する。 

既に学校にある場合は教職員へ情報提供をする。 

（5）実際に本に触れる選書会 

 学校司書がレファレンスした資料を実際に手に取

り、児童生徒の実態や授業のねらいに合っている

かを確認し、選書していく。 

３ 学校図書館図書の選定基準・廃棄基準 

 中津中学校にて、学校図書館図書の選定基準と廃棄

基準を作成した。学校の環境改善を行うためには長い

年月が必要となる。人の入れ替わりのある学校におい

て、基準をはっきりさせておく必要がある。 

 中津小学校で作成された、基準をもとに日高川町内

の学校図書館の選定基準・廃棄基準とした。 

４ 成果と課題 

 左記の表の通り、本年度は、

「授業で活用できる書籍の導

入」をテーマとしていた。また、

全国学校図書館の学校図書メ

ディア基準と照らし合わせる

と、「文学」の占める割合が高か

った。今年度、中津小・中学校

にて、学校図書館図書選定委員

会を運営し、「目的をもった選

書会」を実施したことで、「文

学」の割合が下がり、その他の

分類の書籍の割合が上昇した。  

また、計画を立てたことで学校図書館を計画的に活用し、学校司書との連携も多く見られた。 

 今後は、「学校図書館図書選定委員会年間活動計画」「学校図書館活用計画」をもとに『実行性』

のある取組を、年末の調査結果等の根拠資料をもとに取組を見直し改善しながら『実効性』を高

め、そして、学校図書館の環境改善、活用の研究等を長期にわたり継続して取り組む『継続性』

をもって取り組むことが必要不可欠である。 

 


